
資料３令和５年度の検討予定

市民病院あり方検討
委員会

Ｒ４年度 Ｒ５年度

役割(機能)面
（ソフト面）検討

市民病院あり方検討
タスクフォース

市民病院あり方検討
本部

調査研究
内部検討

調査研究
内部検討

・あり方検討指示
・基本方針の立案指示

市長

意見 報告

第２回委員会
論点整理
プラン評価

第３回委員会
施設面

（ハード面）検討

第１回委員会

報告

調査研究
内部検討

意見 報告

11/28 2/6 3/20

・委員会の提出意見
・タスクフォース意見
・市民病院の経営困難化

これまでの
検討内容を
精査

検討まとめ総括的検討

◆本部会議にて採択となった「早期統合再編・民間活力の導入プラン」に関し、
議論を行い、答申として検討内容をまとめる。
◆委員会の検討結果が「答申書」、本部会議の検討結果が「基本方針(案)」。

市民病院

諮問

・医師数の減少（R1.3末:20人⇒ R2.3末:17人 ⇒ R4.3末：15人
⇒ R5.3末：12人）がありつつも経営改善に努めてきた

・経営見通しが急落
・R5末で経営困難化の見通し

・コロナ関連補助金の減額、廃止見込
・医師の稼働数不足により医療提供機能が低下
⇒入院、外来収益が激減、経常損益見込の大幅な赤字化
（R5見込：▲8.5億円、R6見込：▲9.2億円）

同時報告

議論
早期統合再編・
民間活力の導入

プラン

基本方針
作成指示

・答申調整
・基本方針(案)作成

R6.3月末
閉院準備

経営困難化議論
答申準備

第４回委員会

5/30

答申書決定

第５回委員会

6/19

報告

・答申書確認
・基本方針(案)決定

報告中間報告

提出

・保有現金
R4決算：8.3億円（暫定）
R5見込：2.5億円 ⇒資金不足・経営困難化

実質上、R5年度をもって倒産状態となる。


